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ベンゼン（CAS no. 71-43-2） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

ベンゼンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、視床下部―下垂体―副

腎軸への作用を示すこと、疫学的調査の報告において、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用を示

すことが示唆された。 

 

(１)副腎影響 

 Hsieh ら(1991)によって、ベンゼン 40、200、1,000ppm(飲水中設定濃度)(=８、40、180mg/kg/day

に相当)を 28 日間飲水投与した成熟雄 CD-1 マウスへの影響が検討されている。その結果とし

て、200ppm 以上のばく露群においてコンカナバリン A誘導性脾臓中 T-リンパ球インターロイ

キン-2 産生能の低値、視床下部中ノルエピネフリン濃度の高値、1,000ppm のばく露群におい

て血漿中副腎皮質刺激ホルモン濃度、血清中コルチコステロン濃度の高値が認められた。 
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(２)疫学的調査 

 Xiano ら(2001)によって、ベンゼンについて、中国浙江省の一都市にて 1994 年から 1996 年に

かけて精子質への影響が検討されている。その結果として、ベンゼン、トルエン、キシレンば

く露群(既婚男性作業従事者 24 名、職場空気中平均濃度としてベンゼン 103.34mg/m
3、トルエ

ン 42.73mg/m
3、キシレン 8.21mg/m

3。このうち 13 名で血液中にベンゼンが検出され、幾何平

均濃度 4.40μmol/L、12 名で精液中にベンゼンが検出され、幾何平均濃度 1.85μmol/L)と非ばく

露群(既婚男性作業従事者 37名。年齢、勤務年数、結婚年数、喫煙年数、日毎喫煙数、飲酒年

数、1日飲酒量についてばく露群と有意差なし)との比較において、精子活性、精子アクロシン

活性、精液中 γ-グルタミントランスアミナーゼ活性、乳酸デヒドロゲナーゼ C4 相対活性の低

値が認められた。また、重回帰分析において、血液中ベンゼン濃度と精子濃度とに正の関連性、

精液中ベンゼン濃度と精液中フラクトース濃度とに負の関連性、精液中ベンゼン濃度と精液中

γ-グルタミントランスアミナーゼ活性とに負の関連性が認められた。 
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